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統
一
自
治
体
選
の
勝
利
を
誓
う

講演する半田滋さん＝１月20日、東京・
新社会党中央本部

水
摩
雪
絵・葛
飾
区
議
の
選
挙
に
学
ぶ

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
が
新
春
の
集
い

半
田
滋
さ
ん
が
講
演

安
保
政
策
の
大
転
換
を
激
し
く
批
判

新
社
会
党
が
リ
モ
ー
ト
で
新
春
旗
開
き

予定候補者が勢ぞろい。左から要コウタ、山口みさえ、あわはら富夫、
さかい大起、高橋ひでのり、小林るみ子、丸尾まき、大島淡紅子、おおつ
る求の各氏＝１月17日、中央区民センター

１
８
６
８
（
慶
応
３
）
年

の
神
戸
港
開
港
と
と
も
に
、

居
留
地
に
欧
米
人
が
次
々
と

商
館
を
開
く
。
彼
ら
と
と
も

に
長
崎
や
上
海
、
香
港
か
ら

や
っ
て
き
た
華
僑
も
居
留
地

近
く
に
貿
易
商
館
を
構
え
、

い
ま
の
南
京
町
と
な
る
中
国

人
街
を
形
成
し
て
い
く
。

華
僑
の
多
く
が
居
住
す
る

下
山
手
通
に
洋
風
の
神
戸
華

僑
同
文
学
校
（
現
神
戸
中
華

同
文
学
校
）
が
建
て
ら
れ
た

の
は
、
１
９
０
０
（
明
治
33
）

年
３
月
10
日
。
清
朝
か
ら
日

本
に
亡
命
中
で
あ
っ
た
政
治

家
の
梁
啓
超
が
「
中
国
の
言

葉
と
文
化
を
華
僑
子
弟
に
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

説
い
た
こ
と
が
学
校
設
置
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
開
校
当
時
の

（
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
）

旧
神
戸
中
華
同
文
学
校
の
赤
レ
ン
ガ

ひょうご

碑 物語
64

名
誉
校
長
は
犬
養
毅
が
務
め

た
。
華
僑
の
な
か
で
は
清
朝

政
府
の
弾
圧
を
恐
れ
校
長
の

な
り
手
が
い
な
か
っ
た
た
め

と
い
う
。

そ
れ
か
ら
45
年
後
の
神
戸

大
空
襲
（
６
月
５
日
）
で
焼

失
。
大
開
小
学
校
で
の
仮
住

ま
い
を
経
て
、
１
９
５
９
年

に
現
在
地
の
中
山
手
通
６
丁

目
に
移
転
し
現
在
に
至
る
。

空
襲
で
焼
け
残
っ
た
赤
レ

ン
ガ
で
つ
く
ら
れ
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
、
神
戸
華
僑
教
育

の
出
発
点
に
な
っ
た
歴
史
を

記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
２

０
０
９
年
に
建
立
さ
れ
た
。

中
央
区
に
は
神
戸
華
僑
歴

史
博
物
館
（
海
岸
通
３
丁
目
）

や
関
羽
を
祀
っ
た
関
帝
廟

（
中
山
手
通
７
丁
目
）
な
ど

1945年の神戸大空襲で焼け残った赤レンガでつく
ったモニュメント。神戸華僑教育の出発点を記憶
に残そうと2009年に建立された

の
神
戸
華
僑
関
連
施
設
が
あ

る
。　
　
　
　
　

 

（
鍋
島
）

【
メ
モ
】
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
か
ら

鯉
川
筋
を
北
へ
５
分
。
ト
ア

公
園
内
。

新
社
会
党
（
岡
﨑
ひ
ろ
み

委
員
長
）
は
１
月
20
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
全
国
を
結
び
、

「
２
０
２
３
年
新
春
旗
開
き
」

を
開
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
か
ら
参

加
す
る
旗
開
き
は
初
め
て
の

試
み
。
兵
庫
県
本
部
か
ら
も

県
本
部
事
務
所
を
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
に
し
て
参
加
し
た
。

冒
頭
、
岡
﨑
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
。
岸
田
政
権
の
下
で

の
大
軍
拡
や
格
差
・
分
断
の

拡
大
、
生
活
破
壊
の
危
機
に

触
れ
、
今
こ
そ
人
間
の
安
全
、

人
と
し
て
生
き
る
権
利
の
実

現
の
た
め
に
要
求
を
具
体
化

し
て
闘
っ
て
い
く
べ
き
時
だ

と
訴
え
、
そ
の
主
権
者
と
し

て
の
反
撃
の
第
一
歩
が
統
一

自
治
体
選
挙
だ
と
し
て
そ
の

勝
利
と
と
も
に
社
会
を
変
え

る
力
を
大
き
く
し
て
い
こ
う

と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
服
部
良

一
・
社
民
党
全

国
連
合
幹
事
長

か
ら
は
、
今
通

常
国
会
で
予
想

さ
れ
る
重
要
対

決
法
案
や
野
党

共
闘
に
大
き
な

影
響
を
与
え
か

ね
な
い
維
新
と

立
憲
の
共
闘
の

動
向
な
ど
を
含

め
た
国
会
情
勢

の
報
告
と
と
も
に
、
大
軍

拡
・
大
増
税
に
対
決
す
る
護

憲
勢
力
の
共
闘
に
つ
い
て
の

呼
び
か
け
が
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
半
田
滋
さ
ん
に
よ

る
「
敵
基
地
攻
撃
と
日
米
一

体
化　

防
衛
費
倍
増
は
国
民

負
担
に
」
と
題
し
た
講
演
。

岸
田
政
権
に
よ
る
日
米
軍
事

一
体
化
に
沿
っ
た
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
を
含
め
た
安

保
政
策
の
大
転
換
に
つ
い
て
、

そ
の
先
の
危
険
な
道
筋
を
厳

し
く
批
判
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
①
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
は
抑
止

を
高
め
れ
ば
安
全
に
な
る
と

い
う
一
方
的
な
主
張
で
、
対

米
支
援
の
道
具
で
も
あ
り
、

軍
事
力
強
化
は
東
ア
ジ
ア
の

不
安
定
化
を
呼
び
込
む
、
②

軍
事
費
の
４
兆
円
の
不
足
分

は
す
べ
て
国
民
負
担
に
な
り

か
ね
な
い
、
③
平
和
は
軍
事

力
で
は
な
く
、
命
が
け
の
外

交
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現

す
る
と
強
調
し
た
。

わ
が
国
は
古

来
、「
言
霊
（
こ

と
だ
ま
）
の
幸

（
さ
き
）
わ
う

国
」
と
言
わ
れ
、

言
葉
は
霊
力
を

持
ち
、
幸
せ
を
も
た
ら
す
と

信
じ
ら
れ
て
き
た
▼
と
こ
ろ

が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
今
の
政

治
で
は
、
言
っ
た
者
勝
ち
み

た
い
に
言
葉
で
ご
ま
か
す
こ

と
が
大
流
行
で
あ
る
。
首
相

は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を

「
異
次
元
の
云
々
」
と
言
っ

て
挑
戦
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
わ
せ
る
。
か
と
思
え
ば
、

政
権
党
の
副
総
裁
は
「
原
発

事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
い

な
い
」
と
願
望
故
の
噓
を
言

う
▼
今
や
「
春
闘
」
は
政
権

や
財
界
が
頼
り
た
げ
に
頻
繁

に
使
う
言
葉
で
あ
る
。
春
闘

の
リ
ボ
ン
や
三
角
柱
と
い
う

の
が
か
つ
て
あ
っ
た
の
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
組
合
員
が

「
春
闘
勝
利
」
と
い
う
リ
ボ

ン
を
胸
に
着
け
た
り
、「
大
幅

賃
上
げ
」
と
い
う
三
角
柱
を

事
務
机
に
立
て
る
。
資
本
や

当
局
は
そ
れ
を
外
せ
と
弾
圧

し
た
。
処
分
さ
れ
て
裁
判
闘

争
に
も
な
っ
た
。
春
闘
は
こ

の
よ
う
に
、
労
働
者
の
決
意

表
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
頃
は
当
局

や
資
本
は
春
闘
と
い
う
言
葉

を
極
端
に
忌
み
嫌
っ
て
、
春

季
賃
金
交
渉
と
言
っ
て
い
た

▼
今
、
本
当
に
必
要
な
こ
と

は
ひ
し
ゃ
げ
が
ち
の
社
会
を

漲
ら
せ
よ
う
と
す
る
力
を
つ

く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
力
を
秘
め
て
い
る
の
は

「
労
働
者
こ
そ
社
会
の
主
人

公
」
と
い
う
自
覚
を
封
印
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。

話
し
合
っ
て
、
呟
き
合
っ
て
、

力
の
源
泉
に
手
を
伸
ば
そ
う
。

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
（
粟
原
富
夫
委
員
長
）
は
２
年

つ
づ
け
て
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た

「
新
春
の
集
い
（
新
春
講
演
会
）
」
を
１
月
17
日
、
中
央

区
内
で
３
年
ぶ
り
に
開
い
た
。
集
い
で
は
水
摩
雪
絵
さ
ん

（
東
京
・
葛
飾
区
議
、
新
社
会
党
東
京
都
本
部
書
記
長
）

に
よ
る
「
区
議
選
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

―
ど
う
選

挙
を
た
た
か
っ
た
か
」
と
題
し
た
講
演
に
学
ぶ
と
と
も
に
、

そ
ろ
っ
て
出
席
し
た
統
一
自
治
体
選
挙
を
た
た
か
う
兵
庫

県
本
部
公
認
、
推
薦
、
支
持
の
予
定
候
補
者
全
員
の
勝
利

に
向
け
た
決
意
を
共
有
し
合
っ
た
（
写
真
左
）
。

岡
﨑
彩
子
・
党
県
本
部
書

記
次
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
集
い
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
28
年
と

い
う
日
の
開
催
に
因
み
、
冒

頭
に
震
災
犠
牲
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
粟
原
富
夫
委
員
長
も
、
震

災
後
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
の
成
立
に
向
け
た
取
り

組
み
と
そ
の
中
で
果
た
し
た

新
社
会
党
の
役
割
に
触
れ
、

「
１
・
17
」
を
選
挙
勝
利
へ

の
決
意
を
固
め
合
う
場
の
開

催
日
に
選
ん
だ
思
い
を
か
み

し
め
た
い
と
述
べ
、
大
軍

拡
・
憲
法
破
壊
に
ひ
た
走
ろ

う
と
す
る
自
公
、
維
新
な
ど

の
改
憲
勢
力
の
伸
張
を
許
さ

ず
、
思
い
を
同
じ
く
す
る

人
々
の
力
を
集
め
全
力
で
勝

利
に
つ
き
進
も
う
と
訴
え
た
。

ま
た
、
岡
﨑
ひ
ろ
み
中
央

本
部
委
員
長
も
「
や
る
こ
と

は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
統

一
自
治
体
選
挙
ま
で
あ
と
11

週
間
。
そ
こ
に
力
の
結
集
を
」

と
重
ね
て
訴
え
た
。

講
演
を
行
っ
た
水
摩
さ
ん

水
摩
雪
絵
さ
ん

は
、
党
総
支
部
や
運
動
全
体

の
高
齢
化
に
対
す
る
危
機
意

識
を
基
に
、
自
ら
全
労
協
青

年
委
員
会
や
ユ
ニ
オ
ン
の
青

年
委
員
会
に
積
極
的
に
関
わ

り
を
持
っ
て
い
く
な
か
で
、

政
党
や
組
織
を
超
え
た
青
年

グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
を
図
り
、

情
報
交
換
、
問
題
・
課
題
の

共
有
、
学
習
会
・
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
交
流
会
の
取
り

組
み
な
ど
を
通
じ
て
高
齢
化

を
乗
り
越
え
る
運
動
の
引
き

継
ぎ
に
つ
い
て
の
共
通
認
識

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
と
報
告
。

そ
こ
で
つ
く
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
力
が
２
０
２
１
年

の
自
分
の
３
選
目
の
区
議
選

で
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

く
れ
た
と
自
ら
の
経
験
を
具

体
的
に
報
告
し
、
そ
の
教
訓

を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
新
社
会
党
兵
庫

県
本
部
が
決
定
し
た
以
下
の

公
認
４
人
、
推
薦
５
人
、
支

持
１
人
（
敬
称
略
）
か
ら
次
々

に
決
意
の
表
明
を
受
け
た
。

▼
県
議
選
（
尼
崎
市
）
＝

丸
尾
ま
き
（
現
・
無
所
属
、

支
持
）
、
▼
神
戸
市
議
選
（
灘

区
）
＝
小
林
る
み
子
（
現
、

公
認
）
、
同
（
中
央
区
）
＝
あ

わ
は
ら
富
夫
（
現
、
公
認
）
、

同
（
須
磨
区
）
＝
さ
か
い
大

起
（
新
・
無
所
属
、
推
薦
）
、

同
（
垂
水
区
）
＝
高
橋
ひ
で

の
り
（
現
・
無
所
属
、
推

薦
）
、
▼
伊
丹
市
議
選
＝
お
お

つ
る
求
（
現
・
社
民
党
、
推

薦
）
、
▼
宝
塚
市
議
選
＝
大
島

淡
紅
子
（
現
・
社
民
党
、
推

薦
）
、
▼
芦
屋
市
議
選
＝
山
口

み
さ
え
（
現
、
公
認
）
、
同
＝

要
コ
ウ
タ
（
新
、
公
認
）
。

な
お
、
▼
明
石
市
議
選
＝

よ
し
だ
秀
夫
（
現
・
無
所
属
、

推
薦
）
は
所
用
の
た
め
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
て
。

だ
い

き

も
と
む

と

き

こ
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住
民
と
の
対
話
を
重
視
し
政
策
を
豊
富
化

岸本聡子はなぜ勝った？
東京・杉並区長選

内田聖子さん講演要旨抄録②

改
憲
の
動
き
を
ウ
ォッ
チ
ン
グ

■
安
保
戦
略　

政
府
、
国
民

に
「
決
意
」
要
求

開
会
中
の
第
２
１
１
回
通

常
国
会
は
、
今
後
の
日
本
の

進
路
を
左
右
す
る
重
大
な
国

会
と
な
る
。

岸
田
政
権
は
、
首
相
自
ら

が
「
戦
後
安
全
保
障
政
策
の

大
転
換
」
と
誇
ら
し
げ
に
明

言
す
る
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」
な
ど
安
保
関
連
３
文
書

を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
の
柱

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
憲
法

を
踏
み
に
じ
る
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
で
あ
る
。

こ
の
大
軍
拡
を
実
行
す
る

た
め
、
今
後
５
年
間
の
軍
事

費
を
総
額
43
兆
円
に
大
幅
増

額
し
、
２
０
２
７
年
度
以
降

は
年
４
兆
円
の
追
加
財
源
が

必
要
だ
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、

歳
出
改
革
な
ど
で
は
賄
え
な

い
１
兆
円
強
に
つ
い
て
は
増

税
に
よ
っ
て
捻
出
す
る
と
し

て
い
る
。
政
府
は
軍
事
力
の

抜
本
的
強
化
の
た
め
、
２
０

２
２
年
度
予
算
を
１
兆
４
１

９
２
億
円
上
回
る
６
兆
７
８

８
０
億
円
の
２
０
２
３
年
度

軍
事
予
算
を
国
会
に
提
出
し

て
い
る
。　

岸
田
政
権
が
閣
議
決
定
し

た
安
保
戦
略
に
は
、「
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
を
盛
り
込

み
、『
国
家
と
し
て
の
力
の
発

揮
は
国
民
の
決
意
か
ら
始
ま

る
』
」（
共
同
）
と
明
記
し
て

お
り
、
政
府
は
国
民
に
軍
事

へ
の
「
決
意
」
を
求
め
て
い

る
。こ

れ
に
つ
い
て
、
泉
立
憲

民
主
党
代
表
は
、
戦
争
に
協

力
し
な
け
れ
ば
「
非
国
民
」

と
さ
れ
た
歴
史
に
言
及
し
な

が
ら
「
国
民
に
増
税
を
強
い

て
、
国
防
の
決
意
を
た
だ
強

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
危
う
い

道
に
踏
み
込
み
か
ね
な
い
」
、

共
産
党
の
小
池
書
記
局
長
も

「
（
国
民
へ
の
決
意
）
は
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
戦
争
協
力
体

制
を
つ
く
る
国
家
総
動
員
の

意
味
だ
」（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
）

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

■
大
軍
拡
・
「
新
し
い
戦
前
」

Ｎ
О　

今
こ
そ
反
戦
平
和
の

声
大
き
く 

テ
レ
ビ
朝
日
系
「
徹
子
の

部
屋
」
で
12
月
28
日
、
ゲ
ス

ト
出
演
し
た
タ
モ
リ
さ
ん
は
、

黒
柳
さ
ん
か
ら
「
来
年
は
ど

ん
な
年
に
な
り
そ
う
？
」
と

尋
ね
ら
れ
、「
誰
も
予
測
で
き

な
い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
ね
。

で
も
な
ん
て
言
う
か
な
。
新

し
い
戦
前
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
」
と
応
え
た
と

い
う
。

国
会
審
議
も
、
国
民
へ
の

説
明
も
な
く
、
戦
後
の
安
全

保
障
戦
略
を
大
転
換
す
る

「
安
保
関
連
３
文
書
」
の
閣

議
決
定
を
行
い
、
戦
争
へ
の

道
に
大
き
く
踏
み
出
し
た
岸

田
政
権
に
対
す
る
的
を
射
た

批
判
で
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
岸
田
首
相
、
憲
法
の

平
和
主
義
を
覆
す
暴
挙
を
行

っ
て
い
な
が
ら
１
月
23
日
の

施
政
方
針
演
説
で
「
今
回
の

決
断
は
、
日
本
の
安
全
保
障

政
策
の
大
転
換
で
す
が
、
憲

法
、
国
際
法
の
範
囲
内
で
行

う
も
の
で
あ
り
、
非
核
３
原

則
や
専
守
防
衛
の
堅
持
、
平

和
国
家
と
し
て
の
我
が
国
と

し
て
の
歩
み
を
、
い
さ
さ
か

も
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
申
し
上

げ
た
い
」
と
の
た
ま
う
。「
大

転
換
で
あ
る
」
と
言
い
な
が

ら
、「
い
さ
さ
か
も
変
え
る
も

の
で
は
な
い
」
の
だ
と
。
こ

れ
で
は
、
な
に
を
言
い
た
い

の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
で
国
民
を
ご
ま
か
せ
る

と
で
も
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
総
理
た
る

オ
レ
さ
ま
が
「
決
断
」
し
た

の
だ
か
ら
、
つ
べ
こ
べ
言
わ

ず
に
黙
っ
て
つ
い
て
こ
い
と

で
も
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。

思
い
上
が
り
も
い
い
か
げ
ん

に
し
ろ
だ
。「
聞
く
力
」
も
な

い
ご
仁
が
、「
丁
寧
な
説
明
」

な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

今
こ
そ
、
反
戦
平
和
の
叫

び
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
だ
。

（
中
）

●
２
月
23
日
（
木
・
休
日
）

　

集
会
14
時
〜
16
時
／
デ
モ
16
時
〜
17
時

●
神
戸
市
立
婦
人
会
館
・
４
Ｆ
さ
く
ら

（
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
・
北
へ
５
分
）

●
講
演
「
市
民
の
論
理
と
国
家
の
論
理
〜

防
衛
政
策
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
」

山
本
昭
宏
さ
ん
（
神
戸
外
大
准
教
授
）

●
宮
古
島
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告

〈
参
加
費
５
０
０
円
〉

ストップ大軍拡！
市民集会＆デモ in HYOGO

「
５・３
兵
庫
憲
法
集
会
」プ
レ
集
会

●
３
月
７
日
（
火
）
18
時
30
分
〜

●
長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

●
講
演
「
敵
基
地
攻
撃
と
日
米
一

体
化　

防
衛
費
増
額
は
国
民
負

担
に
」
半
田
滋
さ
ん
（
防
衛
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

〈
主
催
〉
総
が
か
り
行
動
・
兵
庫

選
挙
戦
は
、
で
き
る
こ
と

は
何
で
も
や
ろ
う
と
女
性
た

ち
が
自
分
事
と
し
て
選
挙
に

関
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
最

大
の
特
徴
だ
っ
た
。
い
ろ
ん

な
世
代
の
人
や
今
ま
で
選
挙

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
人
た
ち
も
集
ま
っ
た
。
ま

た
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と

か
、
広
告
関
係
の
人
が
今
ま

で
の
選
挙
の
候
補
者
っ
ぽ
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
近
寄
っ

て
き
て
く
れ
写
真
を
撮
っ
て

く
れ
た
り
、
演
劇
関
係
の
人

が
映
像
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
に
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
流
し
て
く
れ
た
り
と
か
、

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
た
ち
が

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
く
れ

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。

「
一
人
街
宣
」

と
言
っ
て
、
候

補
者
が
い
な
い

と
こ
ろ
で
支
援

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
ひ
と
り
ず

つ
、
岸
本
さ
ん

の
ポ
ス
タ
ー
を

首
か
ら
掲
げ
て
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

マ
ン
み
た
い
に

し
て
駅
に
立
っ

た
。
こ
う
す
る
と
壁
に
ポ
ス

タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
の
と
同

じ
効
果
に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
女
性
が
、
全
部
の
駅

に
（
杉
並
に
は
全
部
で
19
駅

あ
る
）
、
朝
と
夕
方
、
シ
フ

ト
を
組
ん
で
ひ
と
り
ず
つ
立

と
う
と
決
め
て
次
々
に
や
っ

た
。
や
っ
て
い
る
女
性
た
ち

は
本
当
に
楽
し
く
て
仕
方
が

な
い
と
い
う
感
じ
に
な
っ
た
。

と
く
に
選
挙
に
無
関
心
で
、

選
挙
な
ん
か
う
る
さ
い
っ
て

い
う
人
た
ち
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、
こ
れ
は
、
う
る
さ
く

な
い
運
動
と
し
て
あ
る
程
度

浸
透
し
た
と
思
う
。
そ
の
証

拠
に
、
毎
日
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
で
や
っ
て
い
る
と
、
知
り

合
い
み
た
い
に
な
る
お
ば
ち

ゃ
ん
と
か
が
い
て
、「
あ
ん
た
、

今
日
も
い
る
の
？
」
と
か
言

っ
て
お
茶
と
か
お
菓
子
を
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
。「
が
ん

ば
っ
て
ね
」
と
か
声
も
か
け

て
く
れ
る
。
だ
か
ら
、
み
ん

な
は
も
う
楽
し
く
な
っ
て
、

す
ぐ
「
今
日
は
ど
こ
ど
こ
へ

行
き
ま
し
た
」
と
か
、
撮
っ

た
写
真
を
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

に
流
し
合
っ
た
り
し
て
、
ゲ

ー
ム
感
覚
の
よ
う
に
、
自
分

が
主
体
的
に
参
加
す
る
機
会

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
知
名
度
の
こ
と
だ

が
、
岸
本
さ
ん
っ
て
知
名
度

が
な
い
よ
ね
と
す
ご
く
言
わ

れ
、
必
ず
「
外
国
に
い
た
ん

で
し
ょ
!?
」「
杉
並
の
こ
と
何

も
知
ら
な
い
ん
で
し
ょ
!?
」

っ
て
言
わ
れ
る
。
こ
ん
な
時
、

何
て
返
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
悩
み
が
多
く

あ
り
、
と
に
か
く
知
名
度
を

上
げ
な
く
て
は
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
み
た
い
な
も
の
が

あ
っ
た
。

だ
け
ど
、
と
に
か
く
知
名

度
、
知
名
度
っ
て
言
わ
れ
て

世
の
中
が
良
く
な
っ
た
た
め

し
は
あ
る
ん
で
す
か
ね
？
と

い
う
感
覚
が
私
た
ち
の
中
に

は
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
タ
レ

ン
ト
と
か
、
著
名
人
と
か
、

ア
イ
ド
ル
と
か
が
ポ
っ
と
出

て
き
て
途
端
に
票
を
奪
っ
て

し
ま
っ
て
日
本
は
だ
め
な
ん

だ
と
の
思
い
が
あ
る
か
ら
、

と
に
か
く
政
策
を
ち
ゃ
ん
と

考
え
た
い
と
、
私
も
岸
本
さ

ん
も
思
っ
て
い
た
。
毎
朝
駅

に
立
っ
て
「
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
。
岸
本
聡
子
で
す
」

と
繰
り
返
せ
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
れ
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
う
議
論
も
す
ご
く
し

た
。
旧
態
依
然
と
し
た
こ
れ

ま
で
の
選
挙
ス
タ
イ
ル
を
根

本
か
ら
変
え
な
い
限
り
、
日

本
の
政
治
は
よ
く
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
確
信
が
あ
っ

た
の
で
、
服
装
の
こ
と
や
髪

型
も
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
、

良
か
れ
と
思
っ
て
す
ご
く
言

わ
れ
た
が
、
と
に
か
く
あ
り

の
ま
ま
で
や
ら
し
て
く
だ
さ

い
と
、
む
し
ろ
政
策
を
作
る

こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

こ
れ
も
市
民
の
中
で
何
人

か
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
区

長
選
の
政
策
だ
か
ら
、
住
民

運
動
の
よ
う
に
こ
れ
に
は
反

対
し
て
い
き
ま
す
と
い
う
こ

と
で
は
だ
め
な
ん
で
、
こ
う

い
う
風
に
し
ま
す
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
示
し
な
け
れ
ば

有
権
者
を
説
得
で
き
な
い
。

だ
か
ら
、「
聡
子
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
し
て
、
福
祉
や
教
育
や
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
す
べ
て
を
網

羅
す
る
よ
う
な
政
策
を
作
っ

て
い
っ
た
。

た
い
て
い
、
こ
ん
な
の
は

選
挙
期
間
中
に
１
回
出
し
て

終
わ
り
。
し
か
も
、
ち
っ
ち

ゃ
い
チ
ラ
シ
を
ぺ
ら
っ
と
出

し
て
政
策
は
終
わ
り
。
で
も

そ
れ
で
は
全
然
行
き
届
か
な

い
の
で
、
10
〜
15
ペ
ー
ジ
の

政
策
集
に
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
あ
げ
た
。
そ
う
す
る
と
、

い
ろ
ん
な
反
応
が
来
た
。
私

は
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い

て
こ
れ
も
入
れ
て
欲
し
い
と

か
、
こ
う
書
い
て
る
け
ど
本

当
は
こ
う
だ
と
か
、
い
ろ
ん

な
声
が
届
く
。
こ
れ
は
岸
本

さ
ん
の
最
大
の
強
み
だ
が
、

対
話
を
選
挙
の
中
心
コ
ン
セ

プ
ト
に
置
い
て
い
た
の
で
、

そ
う
い
う
声
を
聴
く
と
、
す

ぐ
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
る
。

調
べ
る
と
、
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
、
じ
ゃ
あ
、

そ
れ
も
政
策
に
入
れ
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
３
回
ぐ
ら
い

選
挙
中
に
更
新
し
て
、
随
時

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し

て
い
く
と
こ
と
を
し
た
。
み

ん
な
の
声
を
取
り
入
れ
て
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く

政
策
作
り
だ
。

ま
た
、
こ
れ
も
日
本
の
選

挙
の
最
大
の
課
題
の
一
つ
だ

が
、
日
本
で
は
政
策
論
争
と

い
う
も
の
が
極
端
に
な
い
。

こ
れ
も
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
だ

っ
た
り
、
知
名
度
、
知
名
度

と
い
う
政
治
文
化
だ
っ
た
り
、

そ
れ
ら
が
全
部
統
合
し
て
生

じ
て
い
る
問
題
だ
。
国
政
で

も
い
ま
テ
レ
ビ
討
論
は
も
の

す
ご
く
少
な
く
、
都
知
事
選

だ
っ
て
減
っ
て
い
る
の
で
、

区
長
選
挙
な
ど
討
論
会
を
開

こ
う
と
い
う
発
想
自
体
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
討
論
会
で
ガ
チ
ン
コ

勝
負
が
さ
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
街
宣

な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、

テ
レ
ビ
で
討
論
会
を
や
っ
て

い
る
。
自
治
体
選
挙
も
首
長

選
挙
も
。
み
ん
な
夜
は
家
族

で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
候

補
者
の
政
策
に
耳
を
傾
け
て
、

こ
の
人
が
い
い
と
か
、
あ
の

人
が
い
い
と
か
中
身
で
判
断

す
る
と
い
う
文
化
が
あ
る
が
、

日
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。

そ
こ
で
、
区
議
会
議
員
選

挙
が
23
年
４
月
に
あ
る
が
、

行
政
で
は
ど
の
候
補
者
が
い

い
と
か
と
い
う
立
場
で
選
挙

に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
公
開
討
論
会
を
区
が
主

催
し
て
、
討
論
し
て
い
く
よ

う
な
選
挙
文
化
を
作
り
た
い

と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
先
に
な

る
が
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

【
次
号
に
続
く
】

従
来
の
選
挙
ス
タ

イ
ル
か
ら
の
脱
却

講演する内田聖子さん＝2022年12月３日
新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
は

４
月
の
統
一
自
治
体
選
に
向

け
、
兵
庫
県
議
選
に
尼
崎
市

選
挙
区
（
定
数
７
）
か
ら
無

所
属
で
立
候
補
予
定
の
丸
尾

ま
き
県
議
（
58
歳
）
の
支
持

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
伊

丹
市
議
選
（
定
数
28
）
に
社

民
党
公
認
で
立
候
補
予
定
の

お
お
つ
る
求
伊
丹
市
議
（
51

歳
）
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

こ
れ
で
新
社
会
党
兵
庫
県

本
部
は
県
議
選
で
支
持
１
、

神
戸
市
議
選
で
公
認
２
、
推

薦
２
、
一
般
市
議
選
で
公
認

２
、
推
薦
３
の
陣
容
で
臨
む

こ
と
に
な
る
（
１
月
17
日
現

在
）
。

丸
尾
ま
き
（
ま
る
お
牧
）

１
９
６
４
年
尼
崎
市
生
ま
れ
。

大
阪
産
業
大
学
工
学
部
卒
業
。

有
機
野
菜
の
八
百
屋
業
を
経

て
１
９
９
３
年
、
市
民
派
と

し
て
尼
崎
市
会
議
員
に
当
選

（
４
期
）
。
２
０
０
７
年
に

兵
庫
県
会
議
員
に
当
選
し
て

現
在
４
期
目
。
市
民
オ
ン
ブ

ズ
尼
崎
世
話
人
、
み
ど
り
の

未
来
尼
崎
代
表
。

【
連
絡
先
】
尼
崎
市
三
反
田

町
１
│
７
│
７　

電
話
06
・

６
４
２
２
・
３
３
３
９　

メ

ー
ルmb5m-mro@asahi-

net.or.jp

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

お
お
つ
る
求
（
大
津
留
も
と

む
）

１
９
７
１
年
福
岡
県
大
牟
田

市
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
法
学

部
卒
業
。
中
川
と
も
こ
衆
議

院
議
員
（
前
宝
塚
市
長
）
地

元
秘
書
を
務
め
た
後
、
２
０

０
５
年
、
全
建
総
連
・ 

阪
神

土
建
労
組
書
記
局
に
入
局
。

２
０
１
５
年
、
伊
丹
市
議
に

当
選
（
現
在
２
期
目
）
。
社

民
党
兵
庫
県
連
幹
事
長
。

【
連
絡
先
】
伊
丹
市
稲
野
町

１
│
６
│
４
０
３ 

電
話
０
９

０
・
８
１
２
２
・
７
１
１
４

メ
ー
ルinfo@ootsuru.com

丸
尾
ま
き
さ
ん

お
お
つ
る
求
さ
ん

丸
尾
ま
き
氏（
県
議
選・尼
崎
市
）の
支
持
、

お
お
つ
る
求
氏（
伊
丹
市
議
選
）の
推
薦

を
追
加
決
定

統一自治体選

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部



美味しく食べて体を動かし、寒さを乗り切りましょう
ついつい、家の中でじっとしてしまう季節。お元気ですか？体が硬くなって、肩こりや少し動くと息が上がる
ということはありませんか？ちょっと意識して動かしましょう。かかとの上げ下げ、胸いっぱいに深呼吸、
グーパーグーパーで手を動かす。簡単ですね。体が少し温かく、軽くなったら食事作りも楽しくなります。

（有）ぴぃぷる
電話/ファックス 078（531）0135

●黒豆（乾物）を“蒸し黒豆”に
①黒豆は一晩水に浸けてもどす。②圧力なべに水を
3センチ程度入れて蒸す。弱圧にセットし、圧力が
かかったら弱火にし、約12分程で火を止め急冷。
蒸し黒豆はそれだけでももっちり美味しいですが、
サラダのトッピングに、ヨーグルトに（好みで砂糖
や蜂蜜も）、豚肉や鶏肉の煮込み料理に入れると、
栄養価が高まり、黒色が料理の見た
目をひき締め、一層美味しいです。
これを食べたいために、2袋、3袋
買っているほどです。

毎月お届けしています。
●でかんしょ米（小多田屋米穀店）
10キロ 5,300円／５キロ 2,650円／３キロ 1,590円
●ささや米（耕しや/阪東農園）
10キロ 5,100円／５キロ 2,550円
（玄米10キロ 4,800円／５キロ 2,400円）

号　外（3）

あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○404
あ
か
し
地
域
ユ
ニ
オ
ン
は
、

２
月
４
日
、
第
25
回
定
期
大

会
を
開
催
す
る
。
い
く
つ
も

の
困
難
が
あ
り
、
検
討
し
相

談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
多
い
が
、
毎
日
の
活
動

を
続
け
な
が
ら
解
決
の
方
法

を
考
え
た
い
と
思
う
。

こ
の
大
会
も
昨
年
の
主
な

活
動
を
報
告
し
、

働
く
者
の
要
求

を
大
切
に
そ
の

利
益
を
守
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
活
動
し
て
き
た
の
か

が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
に
就
く

労
働
者
の
声
を
聴
い
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
そ
の
企
業
と

交
渉
し
て
強
く
感
じ
る
こ
と

は
、
労
働
者
保
護
の
た
め
の

労
働
法
は
今
も
な
お
企
業
の

前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合

の
存
在
と
活
動
が
決
定
的
に

重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
れ

ほ
ど
強
調
し
て
も
強
調
し
す

ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

日
本
の
労
働
組
合
組
織
率
は

最
新
の
資
料
で
は
16
・
５
％

で
あ
り
、
従
業
員
99
人
以
下

の
企
業
で
は
０
・
８
％
に
過

ぎ
な
い
。
労
働
組
合
が
無
い

に
等
し
い
の
で
あ
る
。

労
働
組
合
の
無
い
企
業
で

働
く
労
働
者
は
、
そ
れ
が
ど

ん
な
に
正
し
い
要
求
や
意
見

で
あ
っ
て
も
、
企
業
が
真
摯

に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と

な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
。

例
え
ば
昨
年
、
あ
か
し
地

域
ユ
ニ
オ
ン
に
、「
社
長
か
ら

『
う
ち
は
有
休
が
な
い
』
と

言
わ
れ
て
い
る
」「
副
業
を
希

望
し
て
も
聞
い
て
も
ら
え
な

い
」「
残
業
代
も
全
く
支
払
っ

て
く
れ
な
い
」
な
ど
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
。
す
ぐ
に
ユ

ニ
オ
ン
に
加
入
し
て
も
ら
い

交
渉
を
申
し
入
れ
る
。
交
渉

す
る
と
有
休
も
副
業
も
残
業

代
も
解
決
で
き
た
が
、
残
業

代
の
計
算
な
ど
担
当
者
の
苦

労
は
あ
る
け
れ
ど
、
ユ
ニ
オ

ン
の
活
動
と
し
て
は
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

費
や
す
こ
と
な

く
、
一
度
の
交

渉
で
解
決
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
経
験
か
ら
労
働
組
合
の

存
在
と
活
動
が
ど
れ
ほ
ど
重

要
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
企
業
規
模
が
小

さ
く
な
る
ほ
ど
労
働
組
合
は

存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
か
、

一
部
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
例

の
あ
る
「
従
業
員
代
表
制
」

を
法
的
に
位
置
付
け
よ
う
と

す
る
意
見
も
あ
る
。

２
０
２
３
年
の
春
闘
は
、

以
前
に
例
を
み
な
い
ほ
ど
の

大
き
な
注
目
の
中
に
あ
る
。

経
団
連
は
「
賃
上
げ
は
企
業

の
責
務
」
と
言
い
切
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
も
ど
ん
欲
に
賃
上

げ
を
求
め
て
闘
い
た
い
。

金
平
博
（
あ
か
し
地
域
ユ

ニ
オ
ン
委
員
長
）

労
働
組
合
の
存
在
と
活
動
の
役
割
の
重
要
さ

毎週月曜日の党灘総支部の朝立ちのほか、毎週
土曜日には２ヵ所の定点で（交互に）女性たち
の街頭運動を行う小林るみ子さん

あわはら富夫さんは月６回、３時間から３時間
半の駅頭での朝立ち行動を続ける

あ
わ
は
ら
富
夫
の
今
回
の

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
と

こ
と
ん
市
民
と
と
も
に
」
。

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
神
戸

に
今
、
最
も
必
要
な
議
員
」

「
私
の
想
い
は
常
に
市
民
自

治
の
実
現
」
だ
。

今
回
は
大
激
戦
。
今
ま
で

に
な
い
早
い
準
備
活
動
が
今

回
の
激
戦
を
象
徴
し
て
い
る
。

定
数
は
６
。
現
在
の
議
席
は

自
民
が
２
、
公
明
、
維
新
、

あ
わ
は
ら
富
夫
、
立
憲
が
そ

れ
ぞ
れ
１
。
今
回
、
そ
こ
に

共
産
と
維
新
の
２
人
目
の
新

人
が
挑
戦
す
る
構
図
で
、
さ

ら
に
参
政
党
な
ど
も
出
馬
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
11
月
に
選
対
を
結

成
。
そ
れ
に
先
ん
じ
て
、
集

会
告
知
ポ
ス
タ
ー
を
早
め
に

作
成
。
貼
付
を
党
員
や
支
持

者
に
も
お
願
い
し
て
行
い
、

予
定
し
て
い
た
４
０
０
枚
の

ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
切
っ
た
。

ま
た
、
後
援
会
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
も
早
め
に
作
成
。
あ
わ
は

ら
富
夫
本
人
が
12
月
末
か
ら

１
月
10
日
頃
ま
で
旧
葺
合
区
、

旧
生
田
区
の
支
持
者
約
２
千

世
帯
を
後
援
会
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
持
っ
て
個
々
面
接
を
行

い
、
す
で
に
終
了
し
た
。

今
後
、
２
月
中
旬
か
ら
３

月
中
旬
に
か
け
て
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
支
持
者
約
２
千

世
帯
を
あ
わ
は
ら
富
夫
本
人

が
個
々
面
接
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
選
挙
事
務
所
に
転

用
す
る
後
援
会
事
務
所
も
東

雲
診
療
所
の
山
側
で
み
な
と

銀
行
の
真
向
か
い
に
確
保
し
、

す
で
に
事
務
員
も
配
置
済
み
。

２
月
19
日
に
は
事
務
所
開
き

も
予
定
し
て
い
る
。

党
中
央
総
支
部
と
し
て
は

『
新
社
会
中
央
区
版
』
の
配

布
を
１
月
か
ら
通
常
の
隔
月

か
ら
毎
月
に
切
り
替
え
、
支

持
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め

な
が
ら
選
挙
ハ
ガ
キ
の
協
力

依
頼
と
回
収
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

選
対
は
、
全
港
湾
神
戸
支

部
委
員
長
に
選
対
委
員
長
を

担
っ
て
も
ら
い
、
い
ま
全
戸

配
布
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

業
者
へ
の
委
託
も
含
め
、
６

万
５
千
枚
と
い
う
か
つ
て
な

い
全
世
帯
の
８
割
に
相
当
す

る
配
布
も
始
ま
っ
た
。

とことん市民とともに
神戸市議選（中央区）あわはら富夫

６
期
目
へ
の
勝
利
に
向
け

て
掲
げ
る
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、「
い
の
ち
・
く
ら
し
・ 

平
和
」
。

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
明

ら
か
に
な
っ
た
社
会
の
脆
弱

性
を
直
視
し
、
ま
た
、
引
き

こ
も
り
や
不
登
校
な
ど
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
の

目
線
に
立
つ
小
林
る
み
子
は
、

議
会
で
女
性
の
目
線
で
追
及

し
対
策
を
求
め
て
き
た
。

ま
た
、
地
方
自
治
の
本
旨

で
あ
る
住
民
自
治
と
は
真
逆

の
姿
勢
を
神
戸
市
が
と
り
続

け
る
王
子
公
園
再
整
備
問
題

で
は
、「
王
子
公
園
の
未
来
は

み
ん
な
で
決
め
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
「
王
子
公
園
・
市

民
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
実
行
委
員

会
」
の
事
務
局
と
し
て
地
域

の
人
た
ち
と
議
論
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
た
。

党
選
対
と
し
て
は
今
回
の

選
挙
を
こ
れ
ら
の
運
動
で
繋

が
っ
て
き
た
皆
さ
ん
と
一
緒

に
闘
っ
て
い
こ
う
と
、
昨
年

10
月
に
「
小
林
る
み
子
サ
ポ

ー
タ
ー
ズ
」
結
成
集
会
を
持

ち
、
１
月
22
日
に
は
第
２
回

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
集
会
を
開
い

て
、
選
挙
情
勢
と
選
挙
の
意

義
の
共
有
を
図
り
、
今
後
の

取
り
組
み
へ
の
意
思
統
一
を

行
っ
た
。

選
挙
情
勢
は
、
自
民
は
12

年
ぶ
り
に
２
人
の
公
認
候
補

（
１
人
は
女
性
）
を
擁
立
、

維
新
も
２
人
の
公
認
候
補
を

擁
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
議
席
倍

増
を
狙
う
。
公
明
、
共
産
の

議
席
獲
得
は
確
実
で
、
無
所

属
現
職
は
井
坂
衆
議
院
議
員

と
ペ
ア
で
動
き
実
質
的
に
立

憲
が
支
援
す
る
。
６
つ
の
議

席
を
現
職
６
、
新
人
２
の
有

力
８
人
で
争
う
構
図
だ
。

国
会
に
議
席
を
持
つ
政
党

に
対
し
、
小
林
る
み
子
が
立

ち
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
大

変
厳
し
い
構
図
と
情
勢
だ
が
、

小
林
る
み
子
が
取
り
組
ん
で

き
た
諸
々
の
真
摯
な
活
動
を

土
台
に
、
国
の
あ
り
方
を
根

本
的
に
変
え
る
大
軍
拡
・
大

増
税
を
進
め
、
高
齢
者
い
じ

め
の
医
療
制
度
や
介
護
保
険

制
度
改
悪
な
ど
暮
し
を
壊
す

自
公
政
治
を
変
え
て
「
い
の

ち
・
く
ら
し
・
平
和
」
を
立

て
直
す
こ
と
こ
そ
が
急
務
だ

と
訴
え
抜
き
た
い
。

「
い
の
ち・く
ら
し・平
和
」こ
そ

統
一
自
治
体
選・選
対
か
ら
の
報
告
①

神
戸
市
議
選（
灘
区
）小
林
る
み
子
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現
在
は
長
男
の
太
一
さ
ん

が
酪
農
を
継
ぎ
、「
日
本
原
か

ら
自
衛
隊
を
撤
退
さ
せ
て
牛

の
放
牧
場
に
せ
ん
と
い
け
ん
」

と
祖
父
で
あ
る
太
さ
ん
に
言

わ
れ
た
最
期
の
言
葉
を
ず
っ

と
胸
に
秘
め
て
い
る
。

自
衛
隊
施
設
の
日
米
共
同

使
用
、
共
同
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
米
兵
の
常
駐
化
は
「
本

土
の
沖
縄
化
」
に
他
な
ら
な

い
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
国

民
の
権
利
が
踏
み
に
じ
ら
れ

る
異
常
事
態
が
本
作
に
も
映

し
出
さ
れ
た
。

平
和
な
国
に
住
み
、
自
分

の
土
地
で
静
か
に
暮
ら
し
た

い
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ

と
を
沖
縄
、
日
本
原
の
反
基

地
闘
争
が
訴
え
て
い
る
。

（
大
坪
）

監
督
＝
黒
部
俊
介
／
２
０

２
２
年
／
日
本
／
１
１
０

分

七
草
粥
の
日
、

そ
れ
は
突
然
だ

っ
た
。
「
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
今
朝

は
あ
ま
り
食
べ

な
い
な
あ
」
と

思
っ
て
い
た
ら
、

し
ば
ら
く
す
る

と
緑
が
か
っ
た
茶
色
い
液
体

を
吐
い
た
。「
あ
っ
！
ま
た
腸

閉
塞
や
！
」
、
慌
て
て
吸
痰

器
で
口
の
中
の
液
体
を
吸
い

出
し
、
訪
問
看
護
師
に
電
話

し
た
。

母
は
昨
年
11
月
初
め
に
シ

ョ
ー
ト
先
で
同
様
の
こ
と
が

起
こ
り
、
嘔
吐
物
の
一
部
が

肺
に
入
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
に

な
り
、
１
ヶ
月
ほ
ど
入
院
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
面

会
は
全
く
出
来
な
か
っ
た
。

２
週
間
の
絶
食
、
点
滴
で
肺

炎
と
閉
塞
は
治
ま
り
、
医
師

に
呼
ば
れ
た
。「
口
か
ら
の
摂

取
を
始
め
る
が
、
で
き
る
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
。

私
は
「
食
べ
れ
て
も
食
べ
れ

な
く
て
も
う
ち
に
連
れ
て
帰

り
ま
す
。
最
期
は
家
で
看
取

り
ま
す
」
と
言
っ
た
。

93
歳
の
母
は
昨
夏
の
猛
暑

が
こ
た
え
、
食
べ
る
量
が
減

り
か
な
り
痩
せ
て
し
ま
い
、

訪
問
看
護
師
に
時
々
、
点
滴

し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
食
事

は
ス
プ
ー
ン
で
与
え
て
い
た

が
、
な
か
な
か
口
さ
え
開
け

ず
、
や
む
を
得
ず
エ
ネ
ル
ギ

ー
補
充
の
吸
う
ゼ
リ
ー
の
先

を
口
に
入
れ
る
と
む
せ
ず
に

飲
み
込
め
た
の
で
、
そ
の
旨

を
伝
え
、
ナ
ー
ス
の
ア
イ
デ

ア
で
シ
リ
ン
ジ
（
針
無
し
注

射
器
）
で
栄
養
液
を
飲
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
２
週
間
後
、
12
月
初

め
に
母
は
シ
リ
ン
ジ
と
共
に

退
院
し
、
自
宅
の
み
で
の
介

自
衛
隊
演
習
場
内
で
農
業
を
営
む
内
藤
一家
を
追
う
記
録

日
本
原
　
牛
と
人
の
大
地

家での看取り～私の場合

護
が
始
ま
っ
た
。
10
月
ま
で

は
週
３
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
っ
て
い
た
の
で
、
私
は

そ
の
間
、
筋
ト
レ
に
通
っ
た

り
、
パ
ー
ト
で
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
働
い
た
り
、
細
々
と
活

動
し
た
り
し
て
い
た
が
、
そ

れ
は
出
来
な
く
な
っ
た
。
母

は
１
ヶ
月
ず
っ
と
寝
た
き
り

だ
っ
た
の
で
手
足
が
固
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
以
前

か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い
た

理
学
療
法
士
の
先
生
に
リ
ハ

ビ
リ
で
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ
た

仕
立
て
の
餅
抜
き
雑
煮
も
食

べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

正
月
に
は
孫
や
妹
に
も
会
う

こ
と
が
で
き
た
し
、
ひ
孫
と

ス
マ
ホ
の
画
面
で
顔
を
見
て

声
も
聞
け
て
本
当
に
良
か
っ

た
。
そ
の
嘔
吐
の
前
日
ま
で

そ
ん
な
日
々
だ
っ
た
の
だ
。

嘔
吐
後
す
ぐ
に
ナ
ー
ス
が
、

翌
日
に
は
ド
ク
タ
ー
が
来
て

下
さ
り
、「
脈
も
触
れ
な
い
く

ら
い
弱
く
、
老
衰
な
の
で
ご

本
人
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
点
滴
な
ど
の
処
置
は
せ
ず
、

自
然
に
任
せ
ま
し
ょ
う
」
と

の
お
話
が
あ
り
、『
一
両
日
中
』

と
の
こ
と
。
覚
悟
は
決
め
て

い
た
が
、
夜
中
に
私
が
ひ
と

り
で
看
る
時
に
息
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
ら
辛
い
な
あ
と

思
い
、
３
晩
目
に
虫
の
息
の

母
に
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
朝
ま

で
が
ん
ば
っ
て
！
」
と
夜
中

に
何
度
か
声
を
か
け
て
い
た

が
、
夜
が
明
け
た
の
で
「
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
も
う
頑
張
ら
ん

で
い
い
よ
」
と
。
す
る
と
朝

10
時
過
ぎ
に
目
が
カ
ッ
と
開

い
た
か
と
思
う
と
息
が
止
ま

り
、
何
度
か
大
き
く
息
を
し

て
静
か
に
目
を
閉
じ
た
。
ち

ゃ
ん
と
私
の
言
う
事
を
聞
い

て
く
れ
た
の
だ
。
こ
う
し
て

私
の
看
取
り
は
終
わ
っ
た
。

以
下
は
、
私
が
神
戸
新
聞

文
芸
欄
に
投
句
し
た
川
柳
で
、

掲
載
さ
れ
た
中
か
ら
母
の
こ

と
を
詠
ん
だ
も
の
だ
。
か
っ

こ
内
は
お
題
。

眠
れ
ぬ
夜
老
母
の
寝
息
を

聞
い
て
い
る
（
夜
）

敵
味
方
だ
け
は
嗅
ぎ
出
す

母
卒
寿
（
敵
）

冬
越
せ
た
老
母
の
セ
ー
タ

ー
押
し
洗
い
（
洗
う
）

滑
り
止
め
マ
ッ
ト
の
残
る

廊
下
か
な
（
廊
下
）

（
元
ヘ
ル
パ
ー
Ｍ
・
Ｋ
・
）

り
、
座
る
練
習
を
し
た
り
し

て
い
た
。
主
治
医
も
在
宅
診

療
専
門
の
先
生
に
代
え
、
24

時
間
対
応
で
私
に
は
心
強
か

っ
た
。
訪
問
看
護
師
に
腸
や

体
調
管
理
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
新
し
く
訪
問
入
浴
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
、
テ
キ

パ
キ
と
準
備
さ
れ
、
ゆ
っ
く

り
丁
寧
に
お
湯
に
つ
け
て
も

ら
い
、
母
は
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
し
て
い
た
。
食
事
は
私

が
シ
リ
ン
ジ
で
栄
養
液
を
、

時
々
口
を
開
け
た
時
に
は
プ

リ
ン
や
お
正
月
に
は
白
味
噌

２
０
２
２
年
５
月
15
日
、

沖
縄
は
施
政
権
返
還
（
日
本

復
帰
）
か
ら
50
年
を
迎
え
た
。

米
軍
専
用
基
地
の
約
７
割
が

沖
縄
に
集
中
す
る
現
実
に
県

民
は
矛
盾
を
感
じ
、
基
地
負

担
の
軽
減
を
強
く
望
ん
で
い

る
。50

年
代
の
「
島
ぐ
る
み
闘

争
」
、
60
年
代
に
は
「
復
帰

運
動
」
と
な
っ
て
、
軍
政
か

ら
の
脱
却
、
日
本
国
憲
法
の

下
へ
の
復
帰
、
平
和
と
人
権

の
確
立
を
求
め
抗
い
続
け
た
。

１
９
７
２
年
の
日
本
復
帰

は
、
沖
縄
を
「
軍
事
の
島
」

か
ら
「
平
和
の
島
」
へ
と
転

換
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

日
米
安
全
保
障
条
約
に
発
す

る
日
米
地
位
協
定
や
こ
れ
を

具
体
化
す
る
法
律
系
の
中
で
、

日
米
両
政
府
は
在
沖
米
軍
基

地
の
維
持
と
自
由
な
使
用
を

優
先
し
た
。

日
本
本
土
の
実
態
は
ど
う

か
。
全
国
に
散
在
す
る
自
衛

隊
基
地
の
ひ
と
つ
、「
日
本
原

演
習
場
」
で
も
50
年
に
わ
た

る
反
基
地
闘
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。

本
作
の
主
人
公
、
内
藤
秀

之
さ
ん
は
、
１
９
６
９
年
頃
、

危
険
な
実
弾
演
習
に
反
対
す

る
農
民
た
ち
の
闘
争
の
機
運

の
高
ま
り
と
学
生
運
動
の
共

鳴
に
よ
り
、
た
た
か
い
に
身

を
投
じ
た
。

当
時
、
内
藤
さ
ん
は
岡
山

大
学
で
医
学
を
学
び
医
師
を

目
指
し
て
い
た
が
、
大
学
を

中
退
し
、
農
民
運
動
の
中
心

で
あ
っ
た
内
藤
太
、
勝
野
夫

妻
の
婿
養
子
と
な
り
、
農
民

と
な
っ
た
。〝
ヒ
デ
さ
ん
〞
と

親
し
ま
れ
る
内
藤
さ
ん
は
牛

を
飼
い
、
田
畑
を
耕
し
、
地

域
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
き

た
。日

本
原
で
は
昔
か
ら
地
元

住
民
が
山
に
入
っ
て
土
地
を

共
同
利
用
す
る
「
入
会
」
が

行
わ
れ
、
演
習
場
内
の
耕
作

権
な
ど
が
防
衛
省
か
ら
認
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ま
や
場
内
で

耕
作
し
て
い
る
の
は
内
藤
さ

ん
一
家
だ
け
と
な
っ
た
。

「
基
地
反
対
の
た
め
に
田

ん
ぼ
作
り
よ
る
と
人
は
誤
解

す
る
。
実
際
は
、
田
ん
ぼ
は

暮
ら
し
を
立
て
る
も
の
じ
ゃ

か
ら
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
る

と
言
わ
れ
た
ら
働
け
ん
よ
う

に
な
る
か
ら
『
田
ん
ぼ
は
売

れ
ま
せ
ん
』
と
言
う
だ
け
の

こ
と
」
と
妻
の
早
苗
さ
ん
は

語
る
。

ヒ
デ
さ
ん
と
早
苗
さ
ん
が

自
衛
隊
と
闘
い
な
が
ら
作
り

続
け
た
「
山
の
牛
乳
」
。
配

達
は
次
男
の
陽
さ
ん
（
本
作

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
）

の
よ
う
に
心
の
病
を
抱
え
る

人
達
が
担
っ
た
。
だ
が
、
残

念
な
が
ら
２
０
１
９
年
に
生

産
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、「
山
の
牛
乳
」
の
生

産
が
終
わ
っ
て
も
、
ヒ
デ
さ

ん
は
牛
飼
い
を
止
め
な
か
っ

た
。
夫
妻
と
も
永
年
の
労
働

と
家
事
に
よ
っ
て
健
康
に
支

障
を
来
た
し
て
い
た
。

戸
市
役
所
前
で
「
追
悼
・
連

帯
・
抗
議
」
の
意
を
込
め
た

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
が
行

わ
れ
た
。

震
災
後
か
ら
毎
年
１
月
17

日
に
同
所
で
開
か
れ
て
き
た

「
追
悼
・
連
帯
・
抗
議
の
集

い
」
は
昨
年
の
27
回
を
も
っ

て
幕
を
閉
じ
た
が
、
そ
の
実

行
委
員
会
の
有
志
が
新
た
に

行
動
を
呼
び
か
け
た
も
の
。

行
動
で
は
リ
レ
ー
に
よ
る

マ
イ
ク
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

あ
わ
は
ら
富
夫
神
戸
市
議
も

マ
イ
ク
を
握
り
（
写
真
）
、

「
地
震
は
一
瞬
だ
が
震
災
は

今
も
続
い
て
い
る
」
と
し
て
、

借
り
上
げ
復
興
住
宅
の
入
居

者
が
次
々
と
時
限
を
も
っ
て

神
戸
市
か
ら
追
い
出
し
を
強

い
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
強
く

批
判
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

28
年
の
１
月
17
日
の
昼
、
神

９
条
守
れ
！「
安
保
３
文
書
」改
定

許
す
な
近
畿
集
会

●
２
月
23
日
（
木
・
休
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
大
阪
・
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館
５
Ｆ

●
講
演
「
敵
基
地
攻
撃
は
即
戦
争
へ
の

道
」
纐
纈
厚
さ
ん
（
山
口
大
学
名
誉

教
授
）
な
ど

共同テーブル近畿
第１回シンポジウム

〈資料代〉
1,000円

神戸市役所前で
　　　スタンディング

旧「集い実行委員会」の有志ら

阪神・淡路大震災から28年

「
憲
法
を
生
か
す
加
古

川
・
稲
美
・
播
磨
の
会
」
は

１
月
21
日
、
県
加
古
川
総
合

庁
舎
内
の
「
か
こ
む
」
で
憲

法
カ
フ
ェ
を
開
き
、
昨
年
の

参
議
院
選
挙
に
比
例
区
か
ら

出
馬
し
た
岡
崎
彩
子
さ
ん
か

ら
「
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
ま
せ
ん
か　

声
を
あ
げ
よ

う
・
と
も
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
題
し
た
問
題
提
起

を
受
け
、
学
び
合
っ
た
。

岡
崎
さ
ん
は
、「
お
ん
な　

シ
ン
グ
ル　

そ
れ
で
も
生
き

て
い
け
る
社
会
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
訴
え
て
き
た
選
挙
で

の
経
験
を
報
告
。
就
職
氷
河

期
世
代
と
し
て
８
年
間
の
引

き
こ
も
り
を
経
験
し
て
き
た

切
実
な
思
い
を
訴
え
て
き
た

が
、
そ
の
中
で
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国

ひ
き
こ
も
り
家
族
会
の
方
と

出
会
い
、
全
国
で
自
分
と
同

じ
悩
み
を
持
っ
て
多
く
の

人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

を
改
め
て
知
っ
た
と
報
告
。

労
働
者
派
遣
法
や
日
本
型
福

祉
社
会
の
名
の
下
で
、「
夫
は

仕
事
、
妻
は
家
事
・
育
児
」

と
さ
れ
、
専
業
主
婦
世
帯
の

優
遇
は
女
性
の
経
済
的
自
立

を
抑
え
、
配
偶
者
の
離
別
・

死
別
な
ど
で
途
端
に
貧
困
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
、
特
に
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
な
ど
を
資
料
を
添

え
て
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
60
代
以
上
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
自
分
の

子
育
て
の
経
験
と
か
、
60
歳

を
過
ぎ
ど
こ
に
相
談
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、
自
分
は
何
の

た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
な

ど
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
な

ど
、
普
段
あ
ま
り
人
前
で
語

ら
な
か
っ
た
家
族
の
こ
と
を

こ
の
場
で
は
素
直
に
言
え
た

と
語
っ
て
く
れ
た
人
も
い
た
。

（
藤
井
）

就職氷河期の生きづらさをふり返って語る岡崎彩
子さん＝１月21日、加古川市

「
生
き
づ
ら
さ
」に
つ
い
て
語
り
合
う

加
古
川
で
憲
法
カ
フ
ェ


